
～いつまでも、安全・安心な毎日を送りたい～
気をつけよう、住み慣れた我が家のヒヤリ・ハット！
浴室や階段をはじめ、日常生活には、多くの危険が潜んでいます。
ちょっとした不注意が、大きなケガにつながることもあります。
事故から身を守るため、日頃から周囲の環境を整えておきましょう。

令和2年度 作成東京都多摩消費生活センター 東京都の消費生活に関する情報サイト

https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.jp/

例えばこんな ヒ ヤ リ ハ ッ ト した経験はありませんか？例えばこんな ヒ ヤ リ ハ ッ ト した経験はありませんか？

これらは家の中のヒヤリ・ハットした事例の一例です。大きな事故につながらない
ために、自分の家や生活に合った工夫や対策を心掛けましょう。

【参考資料】　東京都発行　ヒヤリ・ハットレポート No.5 「シニア世代の身の回りの事故防止ガイド」
No.10 「シニア世代の身の回りの事故防止ガイド２」
No.14 「高齢者の家庭内事故防止見守りガイド」
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袖口のボタ
ンを外して

いたため

火がついて
やけどをし

た!

冬は脱衣所に
ヒーターを置くなどして、
温度差を解消しましょう

ドア枠や畳とフローリングの
間にある段差をスロープ化
などして解消しましょう

床に残ったせっけんや
シャンプーの泡はよく
洗い流すようにしましょう

座って靴を脱ぎ履き
できるよう玄関に椅子を
置くなどしましょう

床でつまづかないように、
部分的な敷物を敷くのは
避けましょう

すそや袖口が広がっている
服を着ている時は、
特に炎に接しないよう
注意しましょう

スリッパをやめてかかとの
ある室内履きに変えたり、
階段には手すりをつける
などしましょう

消し忘れ防止機能付の
暖房器具を選びましょう

サンプル




